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2011年東北地方太平洋沖地震後に生じた電離圏変動起因の地磁気変動
Geomagnetic variation associated with seismogenic ionospheric disturbance
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2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震では津波のみならず地震波および津波起源の電離圏変動 (Kakinami
et al., submitted to Geophys. Res. Lett., 2012)が生じた。本研究では、これらの電離圏変動が日本全国の地磁気データにど
のように影響を与えたか述べる。Utadaら (EPSL, 2011)によれば津波による海流内電流起因の地磁気変動が、大きく生
じていたことが報告されている。しかし、変動の中には、前述の電離圏変動起因とみられる変動がみられた。震央から
南領域 (600km以内)については、津波起因の音波および重力波が電離圏Ｅ領域に伝搬し電離圏ダイナモにより地磁気変
動を生じさせていると推察される。一方、北領域については、変動が見られるものの現時点で明瞭なメカニズムは与え
られていない。
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